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【背景】アルブミン尿は腎症の進行のみならず心血管疾患のリスクファクターの一つであ

る。アルブミン尿と心血管疾患との関連には酸化ストレスの関与が示唆されている。 
【方法】我々は食事由来抗酸化物質であるカロテノイドの血清レベルとアルブミン尿との

関連について住民健診受診者 501 人（男性 198 人、女性 303 人）を対象として横断解析を

実施した。血清カロテノイド値は高速液体クロマトグラフィー法で分画測定した。ロジステ

ィック回帰分析により、年齢、BMI、喫煙習慣、飲酒習慣、高血圧、糖尿病および脂質異常

症を調整したアルブミン尿のオッズ比を算出した。 
【結果】 対象者のアルブミン尿の有病率は男性で 15.4％、女性で 18.1％であった。アルブ

ミン尿の女性では、健常女性と比べ、血清カンタキサンチン、リコペン、β-カロテン、総

カロテンおよびプロビタミン A 値が有意に低い結果を得た。女性のアルブミン尿の調整オ

ッズ比は、血清β-カロテン高値群（オッズ比：0.45、95%信頼区間：0.20-0.98）とプロビ

タミン A 高値群（オッズ比：0.45、95%信頼区間：0.20-0.97）で有意に低かった。男性で

は血清カロテノイド値とアルブミン尿は有意な関連を認めなかった。 
【結論】日本人女性では血清プロビタミン A、特にβ-カロテン値の上昇がアルブミン尿の

リスク低下と関連することが示唆された。 
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